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はじめに 

基礎生物学研究所の「外部点検評価報告書 2024」をお送りします。この報告書は、

2025 年 2 月に行われた外部点検評価会議の内容についてとりまとめたものです。基礎

生物学研究所の運営会議の所外委員の先生 3 名、運営会議に所属しない有識者の先生 3
名にお願いして、オンラインでの外部点検評価会議を開催し、2024 年度の研究所の活

動について評価して頂きました。本来であれば、2024 年度の活動については、2025 年

度に評価していただくのですが、2024 年度が基礎生物学研究所長としての私の最終年

度ということもあり、前倒しで外部点検評価会議を開催しました。本冊子には 2024 年

度に行われた私たちの活動がまとめられています。また、アンケート形式で研究所の活

動についての評価と助言をお願いし、頂いた回答も記載いたしました。本報告書をご一

読くださり、基礎生物学研究所の運営と活動について、忌憚のないご意見を賜ることが

できれば、今後の研究所の運営活動に反映させていく所存です。今後も基礎生物学研究

所へのご助言、ご支援をどうぞよろしくお願いします。 

さて、2025 年 3 月末をもって、私の基礎生物学研究所長としての 6 年間の任期が満

了します。2019 年 4 月に 30 年ぶりに戻ってきた研究所は、以前とは様変わりしていま

した。先端研究を展開しつつ、共同利用・共同研究を行い、大学院生の教育をし、外部

資金で獲得した間接経費で研究所の予算を支えるという、とんでもないパフォーマンス

を展開していることに驚かされました。所長としては、よりサイエンスに集中できる環

境を作り、さらに世界をリードする最先端研究を創出することを課題として、様々な取

り組みを行ってきました。会議を毎月第 2 金曜日に集中することによる研究時間の確

保、Research Management & Coordination (RMC) という新たな職位による研究所のマネ

ジメント強化、領域名の廃止と分野横断研究ユニット設置による分野横断研究の強化、

既存の 3 センターを改編した超階層生物学センター設置による超階層生物学の推進等

です。これらの取組は順調に進み、RMC は文科省が進めている研究開発マネジメント

人材に関する体制整備事業の先駆けとなっています。また、第 4 期中期目標・中期計画

の柱である超階層生物学の推進は、令和 5 年度概算要求に採択されました。AI やこれ

まで研究所として取り組んでこなかった生物社会学という新たな分野を取り入れて研

究を進めています。今では、「超階層生物学」という我々が提唱したキーワードもかな

り浸透しつつあります。しかしながら、万時順調に進めれたわけではありませんでした。

予算が厳しい中の研究所の運営は困難を極め、さらには新型コロナウイルス感染症の世

界的な流行によって研究活動も制限されました。それでも、所員、研究者コミュティを

はじめ多くの皆様に支えられ、運営を行うことができました。この場を借りてお礼を申

し上げます。そして、今後も基礎生物学研究所の応援をどうぞよろしくお願い致します。

6 年間ありがとうございました。 

令和 7 年 3 月  

基礎生物学研究所 所長 阿形清和   
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１.基礎生物研究所の概要 

―2024年度を中心にー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章の外部点検評価会議、第３章のアンケートで資料として使用したもの。 
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2024 年度外部点検評価会議資料 

 

2025 年 2 月 26 日 

 

2024 年度の基礎生物学研究所の活動について、７つの観点（運営面、中核拠点性、国

際性、研究資源、新分野の創出、人材育成、社会との関わり、その他（未来））から取

りまとめた。 

 

図 1.基礎生物学研究所の沿革 

 

基礎生物学研究所は、1977 年に創設され、岡崎国立共同研究機構を経て、現在は自然

科学研究機構のメンバーとなっている。1988 年には総合研究大学院大学の基盤機関の

一つとして、大学院教育を担い、最先端研究の推進、共同利用研究による研究コミュニ

ティの貢献に加え、若手人材育成も行ってきた。最近では、国内外の大学と連携協定を

結び、異分野間連携にも力を入れている。 

 

基礎生物学研究所ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp 

年表 

https://www.nibb.ac.jp/about/history.html 
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図 2.基礎生物学研究所の使命 

 

・ 2004 年の法人化では、生理研、分子研、天文台、核融合研と共に自然科学研究機構

のメンバーとなり、日本の自然科学の推進に貢献している。 

・ モデル生物から非モデル生物に至る幅広い生き物を対象とし、多様な研究分野や生

物現象の研究を、最先端技術を用いて展開し、『生き物研究の世界の中核拠点』とし

て、世界レベルの高水準の研究基盤を形成する。 

・ 高水準の研究基盤と幅広い研究力を基に、共同利用・共同研究・トレーニングコー

スを他大学や研究機関の研究者に提供することで、生物学コミュニティ全体の研究

力の強化に貢献している。 
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図 3. 『生き物研究』の世界の中核拠点 

 

・ 「生き物研究」の世界の中核拠点として、様々な動物、植物、微生物を研究対象と

し、それらの示す多様な特性に着目し、幅広い解析手法や先端技術を用いて「共通

原理」や「多様性」を明らかにすることをミッションとして活動している。 
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図 4.第 3 期から第４期の自然科学研機構及び基礎生物学研究所のグランド・プラン 

  

・ 第３期中期目標・中期計画（2016 年度〜2021 年度）では、新しいサイセンスの構

築を目指して、分子研、生理研と共に生命創成探究センターを立ち上げた。基生研

は、「環境適応戦略」と「新規モデル生物開発」を２つの柱として、幅広い生き物を

用いた多様な生命現象を対象とした研究を推進し、特にバイオイメージングと定量

生物学の技術を深化させた。 

・ 第４期中期目標・中期計画（20122 年度〜2027 年度）では、他大学の研究者も巻き

込んだプロジェクト研究を展開するべく、オープンミックスラボ開設の準備を進め

てきた（2025 年 3 月開所式）。基生研は、超階層生物学を新たなキーワードとして

掲げ、ビッグデータ解析と AI 解析による階層を超えた研究を展開するべく、超階

層生物学センターを設立すると共に、超階層生物学共同利用研究を開始した（超階

層生物学の概要と実績は Page 12-16 で説明）。 
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図 5.財政規模 

  

・ 上記のグラフは、基礎生物学研究所予算のみを対象とし、生命創成探究センターの

基礎生物学研究所関連分や、岡崎共通研究施設の基礎生物学研究所関連分（RI 等）

は対象外としている。 

・ 運営交付金が減少しているなか、学術変革領域研究（計画班員）、基盤研究、若手

研究等の科研費、AMED 等の受託研究、民間企業との共同研究等の外部資金を獲得

して、研究所の活動を支えている。 
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図 6.組織・人員 

 

【採用】 

・ 磯野江利香客員教授が分子細胞学研究部門に着任した。 

・ 福田彩華特任助教が神経行動学研究部門に着任した。 

・ Zhang Liechi 特任助教が生物進化研究に着任した。 

・ Ke Han 特任助教が神経生理学研究室に着任した。 

・ 近藤徹教授が光物理生物学研究部門に着任した。 

・ Michellod Dolma Marie 特任助教が進化ゲノミクス研究室に着任した 

・ 嵐田遥特任助教が共生システム研究部門に着任した。 

・ 小島理沙特任助教が光物理生物学研究部門に着任した。 

・ マルヴィー飛勇特任助教が細胞動態研究部門に着任した。 

・ 中村琴乃特任助教が生殖細胞研究部門に着任した。 

【転出・辞職】 

・ 後藤祐平助教（定量生物学研究部門）が京都大学大学院生命科学研究科生命科学系 

准教授として転出した。 

・ 後藤崇支特任助教（共生システム研究部門）が日本学術振興会海外特別研究員とし

て採用され海外留学のため辞職した。 

・ 坪内知美准教授（幹細胞生物学研究室）が京都大学大学院生命科学研究科准教授と

して転出した。 

・ 倉島公憲特任助教（幹細胞生物学研究室）が辞職し、同研究室の特任研究員となっ

た。 
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図 7.世界を先導する研究環境 

 

・ 研究所のコアラボである研究部門の標準的な構成は、教授 1 名、准教授１名、助教

１名（あるいは助教 2 名）、特任助教 1 名、技術職員１名である。 

・ 約 400 m2の研究スペースが提供されると共に、超階層生物学センターや IBBP セン

ター等、基礎生物学研究所が有する特色ある共通施設群を活用することで、世界を

先導する最先端研究が行われている。 

・ 大隅良典教授も着任後、吉森 保（助教授、現大阪大学教授）、水島 昇（研究員→助

手、現東京大学教授）、野田 健司（助手、現大阪大学教授）、壁谷幸子（技術職員）

など優秀なスタッフを迎え、その後オートファジー研究で目覚ましい研究成果を上

げ、2016 年ノーベル生理学・医学賞を受賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9



 9 

図 8.高い専門性をもった技術職員による研究支援 

 

・ 生物・生命科学、理学、農学、工学、林学、水産学等のバックグランドをもつ 28 名

の技術職員（令和 7 年 2 月 1 日現在）が、超階層生物学センター、IBBP センター、

各研究部門に所属し、高い専門性を活かして、最先端機器の運用や共同研究のサポ

ート等の研究活動に携わり、基礎生物学研究所の研究成果に貢献している。 

・ 先述のオートファジー研究においても、壁谷幸子技術職員の貢献が非常に大きく、

同人を共著者として発表された全論文は、総被引用件数が約１万回となっている。

また同人も、発表論文により博士の学位を取得した。 
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図 9.若手研究者、女性研究者、外国人研究者を増やす取組 
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・ 教授人事等の公募要項には、「基礎生物学研究所におけるダイバーシティ促進に関

する基本方針」を記載し、ダイバーシティ確保に務めた。 

・ 日本学術振興会の特別研究員 PD を機関として雇用する制度を導入し、2025 年 2 月

時点では 6 名（うち 3 名は生命創成探究センター所属）を、この制度の下で若手研

究者雇用特別研究員として雇用した。この取組においては、研究分野を国際的に先

導できる人材や分野・機関間連携による共同研究を先導できる人材を育成すること

を育成方針として掲げており、それを実現させるため、研究所が推進する国際共同

研究プロジェクトへの参画促進、国際会議への参加支援、分野・機関間連携のため

の相手方研究者とのマッチング、外部資金獲得に対する支援などに力を入れている。 

・ 子育て中の若手研究者を支援するため、キャンパス内託児施設、子供を出張に帯同

する際の交通費支援制度、ベビーシッターなどを利用する費用の一部支援などの制

度を設けている。これらの中には、共同研究等で来所される他機関所属の研究者に

も使える制度も多くあり、所員のみならず、また男女を問わず、若手研究者の支援

に役立っている。 

・ 外国人研究者を増やすためには、助教、ポスドク等の公募を出す際に JREC-IN 等を

使って日英両方での募集や、興味を持ってもらえそうな外国人研究者には、日本で

の学会の機会等を使ってできるだけ研究環境・設備を見てもらうなどの取組を行っ

ている。ただし、円安のため提示できる給与額が大変低く、優秀な研究者に来ても

らうには競争力が全く足りないのが現状である。該当者には、こちらからの給与の

みでなく、外部資金（例えば EMBO fellowship 等）への応募を勧めているような状

況である。 

・ 2023 年 9 月のダイバーシティ宣言後、2025 年 2 月 1 日現在で、女性教員数は 16.9%

から 24.1%へ、若手研究者は 29.5%から 30.3%へ、外国人研究者は 4.3%から 8.8%と

なった。 

 

 

 

ダイバーシティ促進の取組 

https://www.nibb.ac.jp/about/equality.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12



 12 

図 10.新しい職位の導入 

 

・ 2022 年 4 月より、RMC (Research Management and Coordination) の職位を導入した。

RMC は、博士の学位をもつ研究者であり、研究力強化戦略室、IBBP センター、超

階層生物学センターにおけるマネジメント業務を行う。業績審査により昇任を認め

る制度となっている。 

・ 書面審査とヒアリング審査を経て、2022 年 4 月に、超階層生物学センターに亀井

保博 RMC 准教授（現 RMC 教授）、研究力強化戦略室・広報室に倉田智子 RMC 助

教、研究力強化戦略室・国内国際連携グループに立松圭 RMC 助教、2022 年 10 月

に研究力強化戦略室・若手研究者支援グループに小峰由里子 RMC 准教授、2023 年

4 月に超階層生物学センター・バイオイメージング解析室に加藤輝 RMC 助教を配

置した。また、2025 年 4 月には、IBBP センターに栂根一夫 RMC 助教を配置予定

である。 
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図 11.研究力強化戦略室 

 

・ 2023 年４月より、皆川副所長を新室長とした体制で活動している。 

・ 各グループの実務担当者および室長、副室長からなる戦略室実務担当者会議を、毎

月開催し、情報共有を図ると共に研究力強化について議論している。 
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図 12.超階層生物学の推進 

 

・ 生物学は分子レベルで研究する「分子生物学」、細胞レベルで研究する「細胞生物

学」、個体レベルで研究する「生理学」、個体群レベルで研究する「生態学」など、

階層ごとに特化した研究をすることで発展してきた。しかし、近年、階層を跨ぐあ

るいは越えた研究を展開することでフロントの生物学/生命科学研究が展開される

ようになった。 

・ 基礎生物学研究所においても、大隅良典氏が発見した酵母菌の変異体の液胞（オー

トファゴソーム）からオートファジー現象（生物の細胞内リサイクリングシスム）

が見つかり、それが遺伝子レベル・分子レベルで解析されるとともに、大隅研の准

教授となった吉森氏によってヒトの培養細胞を使った細胞レベルでの研究が、さら

に大隅研の助教となった水島氏によってマウスでオートファジー関連遺伝子のノ

ックアウト個体が作出され、それらの研究からオートファジーの生物機能が分子・

細胞レベルから個体レベルに至るレベルで明らかにされた。 

・ 酵母菌で見つかった細胞内構造物の発見から階層を越えた研究へと展開したこと

でヒトの未知の病気の解明にもつながり、2016 年にノーベル生理学・医学賞が授与

された。 
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図 13.超階層生物学センターの創設 

 

・ 基礎生物学研究所では、世界に先駆けて階層を越えた研究を一気通貫でできる『超

階層生物学センター』を 2022 年に創設し、階層を越えた独創的な研究ができる環

境を構築した。具体的には、既存のモデル生物研究センター、生物機能開発センタ

ー、新規モデル生物開発センターを統合し、新たな解析室を設けて全 7 室と推進室

からなる超階層生物学センター（Trans-Scale Biology Center: TSB Center）を創

設した。 

・ TSB センターは、分子レベル（ゲノムや高分子）での解析を中心とする【トランス

オミクス解析室】、分子から細胞・組織・器官・個体レベルまでをつなぐ【バイオイ

メージング解析室】、それらのデータをビッグテータとしてまとめる【データ統合

解析室】、さらに、それらのデータをもとに AI 解析を推進する【AI 解析室】、ゲノ

ム編集による個体レベルでの解析を支援する【モデル生物支援室】と【新規モデル

生物開発室】、さらに個体群レベルでの研究を支援する【生物社会学解析室】、及び

それらの室を効率的に連携させるための【超階層生物学共同利用推進室】から構成

されている。 

・ TSB センターの創設と共に、独創的な研究をしているいくつかの研究を「超階層生

物学の共同研究」として受け入れて新たなサイエンスへの挑戦を開始した。 

 

 

超階層生物学センター 

https://www.nibb.ac.jp/tsb/ 
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図 14.超階層生物学共同利用研究の成果１ 

 

・ 超階層生物学共同利用研究課題の１つである、慶應義塾大学前田太郎特任助教が代

表を務める「盗機能」現象の分子機構解明では、ウミウシが藻類由来の葉緑体を維

持できるのか明らかにしようとしている。 

・ ウミウシの全ゲノム配列を決定したところ、抗活性酸素因子や葉緑体の保持に関与

する遺伝子が異様に増幅していることが明らかとなった。 

・ 現在、この知見を利用して、マウスの人工染色体に抗活性酸素因子や葉緑体の保持

に関与する遺伝子に挿入し、葉緑体を維持できる ES 細胞の作出を目指している。 

・ 葉緑体をもつマウスやクマムシが作出できれば、宇宙環境において、光で動物を飼

育できる環境の構築に繋げることが期待できる。 

・ これらの研究の進展は、『リユース生物学（分解せずに再利用）』や『リサイクル生

物学（分解して再利用））』という新分野の創成に繋がる。 
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図 15.超階層生物学共同利用研究の成果２-1 

 

・ 2010 年に豊橋市の清須に生存していた野生メダカの個体群を用いて、メダカ NBRP

の貢献のもと、260 ペアの交配から 2022 年までに 80 系統の近交系が作られた。そ

れら近交系から、温度環境の変化（21 度、28度、35 度）に応答して心臓の脈拍数

が変動する系統差が見いだされた。 

・ 加えて、「超階層生物学センター」が創設された 2022 年から 80 系統（個体）の全

ゲノム配列を解読された。80 個体のパーソナルゲノム配列の比較から、温度変化に

応答して脈拍数を制御する 16 の候補遺伝子を同定することに成功した。その中か

らヒトの心臓の疾患で見出されていた変異と似たような変異をもつものを含め、8

個の遺伝子を候補遺伝子として絞り込みを行なった。（結果は次の図で説明） 
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図 16.超階層生物学共同利用研究の成果２-２ 

 

・ 候補遺伝子のゲノム編集を行い、メダカに導入して温度変化に応じた脈拍数の変動

が変わるかどうかを検証したところ、それらの遺伝子が温度環境の変化に応じて心

臓の脈拍数を制御する遺伝子であることが確かめられた。 

・ いくつかの遺伝子は心臓そのもので発現し、一つの遺伝子は間脳の手綱核で発現し

ていることが明らかとなるなど、どのような遺伝子がどのような細胞で発現するこ

とで温度変化を感知し、それに合わせてどのようにして心臓の脈拍数の変動へと至

るかのメカニズムが明らかにできるようになった。 

・ このように、2010 年から始めた豊橋市の野生メダカ集団を用いた研究が、超階層生

物学アプローチによって想定外の展開をもたらした。すなわち、ヒトが冬場のお風

呂で心臓発作によって亡くなる（日本で年間約 2 万人）、あるいは熱中症で心臓発

作になる、といった温度変化による心臓発作を起こすメカニズムを理解できる時代

を迎えることになった。 
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図 17.生物社会学的解析例 

 

・ 研究者コミュニティからの要請のもと、2024 年に生物社会学解析室を超階層生物

学センターに設置した。これまでの生物社会学的な解析例としてメダカのブルーギ

ルからの逃避行動の解析があげられる。 

・ メダカが捕食者のブルーギルからどのように逃げるのか、その制御に関わる遺伝子

システムを理解するために、NBRP メダカの近交系の系統を用いて、TSB センターの

生物社会学解析室で多個体の行動を解析している。 

・ 今後は候補遺伝子が絞られたら、超階層生物学センターの新規モデル開発室でゲノ

ム編集をして候補遺伝子が逃避行動に関与しているかの検証実験を行い、次にバイ

オイメージング解析室でどの細胞・組織でその遺伝子が発現しているかを調べ、そ

れらのデータをもとに超階層生物学センターのデータ統合解析室や AI 解析室との

連携のもと、どのような神経回路で逃避行動につながるのかを調べるなど、個性に

関与する遺伝子がどのようにして個性の発揮へと繋がるのかを明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

20



 20 

図 18.共同研究 

 

・ 2024年度は 194 件の共同利用研究を採択した。 

・ 超階層生物学センター等の研究支援施設に設置されている機器や施設を共同利用・

共同研究に供している。研究支援機能の強化のために、2023 年度には蛍光寿命イメ

ージングが可能な共焦点顕微鏡や、細胞内分子の動態解析が可能な共焦点顕微鏡ソ

フトウエアを導入した。 
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図 19.2024年度の研究成果 

  

・ 2024 年度に発表した 16 件のプレスリリースのうち、First Author および

Corresponding Author の両方が基生研所属の論文に関するものが 10 件、そこから分

野のバランス等を考慮して 6 件を掲載した。 

・ 物体を視野内に捉え続ける「目標トラッキング」の能力は、動物が生きていく上で

重要な役割を果たしている。今回、優れた追尾能力を持つニホンキクガシラコウモ

リを対象に、①目標方向の予測、②スキャンレートの高速化、③スキャン範囲の拡

大、④目標方向の安定化、という４つの戦術を同時に展開することで、感覚の遅延

を補い、劇的にトラッキング精度を改善させていることが判明した。その一方で、

複数戦術の同時展開は個体にマルチタスクを課すため、実際に運用するには相当の

困難さがあると考えられる。これをコウモリがどのように克服しているのか分析し

た結果、各戦術は単一の運動パラメータへの反応に集約できることが明らかにした。

つまり一見複数のタスクを負っているようで、実はコウモリはタスクをうまくまと

めあげ、負荷を低減していることが示唆された。以上の結果から、コウモリが逃げ

る目標をいかにうまく捉え続けているのかを明らかにした。（東島研 西海望 研究

員ほか） 

・ 細胞は外界からのストレスを耐え忍ぶための様々な仕組みを備えている。そのひと

つとして、一時的に成長・増殖を止めた細胞状態である「休眠」が知られている。

休眠は可逆的な状態であり、ストレスが去って環境条件が良好になれば、細胞は成

長・増殖を再開する。この再開の過程は「目覚め」と呼ばれ、これまで様々な生物

で研究されてきたが、細胞内でどのような仕組みが働いているのかについては、よ
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くわかっていなかった。今回、分裂酵母を用いることにより、発芽過程における細

胞質の流動化とその制御機構を明らかにした。cAMP-PKA 経路がグルコースを感

知し、その下流で Ntp1 がトレハロースを分解することが細胞質の流動化に必要で

あることが示された。さらに、発芽開始の指標とされてきた黒色化よりも先行して

いたことから、細胞質の流動化は発芽過程の最初期の現象であることを明らかにし

た。今後、酵母だけでなく他の生物種の休眠・目覚めの理解が進むことが期待され

る。（青木研 酒井啓一郎 研究員ほか） 

・ マメ科植物は根粒菌と共生することで、窒素栄養が乏しい土壌環境でも生育できる。

これは根粒菌が大気窒素をアンモニアに変換する窒素固定能を持つことによる。こ

のような有益な細菌をマメ科植物は根に形成するコブ状の根粒に共生させている。

しかし、無秩序に多くの根粒が形成されると根の本来の機能を損なう恐れがあるた

め、マメ科植物は根粒の分布が過密に形成されないように調節する必要があるが、

その機構は分かっていない。今回、マメ科のモデル植物であるミヤコグサの研究か

ら、根における根粒菌への応答には一定のリズムを刻む周期的な遺伝子の働きが伴

っており、その周期性が根粒菌の感染を許す根の領域の広さを規定することで、根

粒の分布を調節していることを発見した。さらに、この遺伝子発現のリズムの維持

には植物ホルモンであるサイトカイニンが必要なことを明らかにした。（川口研 

征矢野敬 准教授ほか） 

・ ES 細胞は、体を構成するすべての細胞種を生み出すことができる幹細胞である。

ES 細胞は非常に短い周期で細胞分裂を繰り返し行う特徴があり、このことが様々

な細胞種を生み出す能力の維持に重要であると考えられる。一方で、休みなく繰り

返す細胞分裂が、細胞にストレスを与え、遺伝情報が書き込まれている DNA を傷

つける要因になると考えられてきた。ES 細胞では、DNA 複製の過程で DNA 複製

装置の進行速度が低速であることから、DNA 複製中に何かしらの不具合が生じて

いるという説がこれまで広く支持されてきた。今回、分子レベルで詳細に解析する

ことにより、幹細胞である ES 細胞では DNA 複製装置が DNA 上に密に配置され、

DNA 複製期を通じて低速で DNA 複製を進行することが、DNA を確実に継承する

ために重要であることを明らかにした。この特徴はヒトの iPS 細胞でも認められる

ため、幹細胞特有の性質であると考えられる。（坪内研 倉島公憲 特任助教ほか） 

・ 植物は光合成を通じて太陽光エネルギーを効率的に獲得する。この過程で重要な役

割を果たすのが、「ステート遷移」と呼ばれる、2 つの光化学系（I と II）の励起バ

ランスを補正する仕組みである。緑色植物は大きく水生の「緑藻系統」と陸上の「ス

トレプト植物系統」に分類される。これまで、緑色植物すべてがこの能力を持つか

どうかは不明であった。今回、両系統の共通祖先に近い海産の原始緑藻（プラシノ

藻）もステート遷移を行うことを明らかにした。特筆すべきは、このステート遷移

が従来知られていた陸上植物などのものとは異なり、青緑色光を利用していた点で

ある。青緑色光は海中を満たしていることから、ステート遷移の起源は植物がまだ

海中に生息していた時代にまで遡ることを示唆している。生物進化と光化学系の進

化の相互関係について新たな議論の喚起が期待される。（皆川研 久保田真人 大学

院生ほか） 

・ 有性生殖が一般的な動物において、メスだけで繁殖（単為生殖）を行う種が少なか
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らず存在する。そのような種において、極めて稀な頻度でオスも生まれることがあ

るが、オスとして機能しているのかどうかは単為生殖の不可逆性を考える上で重要

である。今回、単為生殖種であるナナフシモドキにおいて稀に出現するオスが、形

態的・行動的には正常である一方で、もはや生殖機能を完全に失っていることを発

見した。野外で採集されたオスは、オスに特徴的な外部生殖器を持ち、同種のメス

と積極的に交尾したが、得られた子どもにはオス由来の遺伝子が検出されず、単為

生殖によるものであった。さらに、オスでは正常な精子形成が生じず、メスでは精

子を貯蔵する器官に退化的な特徴が認められた。以上から、ナナフシモドキでは、

オスはもはやオスとしての意味を為しておらず、有性生殖には戻れない状態になっ

ていると結論した。長い単為生殖の歴史の過程で、有性生殖に関する要素がどのよ

うに退化していくのかを議論する上で重要な例となる。（重信研 野崎友成 助教ほ

か） 

 

 

 

 

プレスリリースページ 

https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pr/ 

 

発表論文リストは参考資料参照 
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図 20.国際連携 

  

・ ドイツ・ハイデルベルグ大学の Center for Organismal Studies (COS) とは、2024 年 6

月に、連携協定期間を 5 年間延長するための協定の更新を行った。2024 年 4 月に

は、メダカの環境応答に関するワークショップを NBRP メダカとの共催で開催し、

気温変動によるメダカの心拍数変化に関する共同研究の発表が行われた。さらに、

2024 年 10 月には、第 2 回の対面式の合同ワークショップを岡崎コンファレンスセ

ンターで開催した。双方の PI による講演と若手研究者や学生によるポスター発表

を行うことで人的交流を進め、また、基礎生物学研究所の施設見学や 1 対 1 のディ

スカッションの場を設けた。本イベントと並行して、COS Heidelberg の 2 名のシニ

ア PI による基礎性学研究所の国際評価も実施した。 

・ EMBL とは、Global BioImaging（GBI）を介して、バイオイメージングに関する情

報交換を展開しており、2024 年 10 月の NINS-EMBL の連携協定更新につなげた。

また、GBI が主催するバイオイメージング施設の実務担当者会議（Exchange of 

Experience; EoE）を 2024 年 10 月 29 日から 31 日まで、イメージングデータ保管と

利用に関する国際集会（foundingGIDE）を 2024 年 10 月 31 日から 11 月 1 日まで、

岡崎コンファレンスセンターにて開催した。 

・ プリンストン大学とは、プリンストン大学分子生物学部の教授 1 名と、国内向けの

英語によるプロテオミクス技術に関するトレーニングコースを、2024 年 5 月に開

催した。本コースでは、同大学より講師２名を招聘するとともに、連携協定を結ん

でいる徳島大学先端酵素学研究所も含めた 3 機関で開催した。 

・ 国際会議開催では、欧州分子生物学機構（EMBO）が開催を支援する生命科学分野
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の国際ワークショップ「EMBO Workshop」の開催助成を受け、植物の屈性現象をテ

ーマとする EMBO | COB Workshop Plant tropisms を 2024 年 7 月 9 日から 12 日で開

催した。 

・ 新たな連携に向けた活動の一環として、コンスタンツ大学（ドイツ）との間で、ケ

ミカルバイオロジーや動物行動学分野での超階層生物学の推進に向けた連携の可

能性について議論を開始した。特に、コンスタンツ大学の Research School Chemical 

Biology との間で、人的交流や情報共有を主とする連携協定の締結に向け準備を進

めている。 

 

 

 

基礎生物学研究所の国際連携活動 

https://www.nibb.ac.jp/interchange/ 
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図 21.大学連携バイオバックアッププロジェクト 

  

・ 貴重な生物資源を維持するために、大学連携バイオバックアッププロジェクト 

(IBBP: Interuniversity Bio-Backup Project) を運営している。2025 年度 1 月末までに

新規・追加・延長・返却・廃棄申請合計 103 件を受け付けた。 

・ 2019 年に運用を開始した Web 申請審査管理 DB システム (IBBP-easy) を用いて、

7 つの大学サテライト拠点機関および各分野専門家と連携しての保管委託申請審査

および保管物管理を行っている。 

・ 2023 年度から超階層生物学センター・モデル生物研究支援室と共同でマウスの凍

結精子作製を行うサービスを開始した。 

・ 現時点でバックアップ保管が困難な生物種等の保存技術開発のために、生物遺伝資

源新規保存技術開発共同利用研究を行っている。共同利用研究によってこれまでに

11 種類の生物（ゼニゴケ、ヒメツリガネゴケ、キク、サトイモ、ラッキョウ、ニン

ニク、カイコ 、テントウムシ、ショウジョウバエ、ラット、マウス）の精子や胚、

卵巣などの長期凍結保存を可能にする技術の開発や生存率の向上に成功した。中で

もゼニゴケでは 749 本、カイコでは 252 本、テントウムシでは 5 本のサンプルを

IBBP センターでバックアップ保管している。 

・ 2022 年度に IBBP センター専任として栂根助教を配置し、特に植物の保存技術開発

推進のための体制を強化した。 

・ Cryopreservation Conference は、2020 年度及び 2021 年度は新型コロナウイルスへの

対応としてオンラインで、2022 年はハイブリッド（岡崎コンファレンスセンター及

び Zoom）で開催したが、2023 年度はつくば研究交流センターにおいて、11 月 14
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日～15 日に開催し、合わせて国立環境研究所、理化学研究所、農研機構遺伝資源セ

ンターへの施設見学も実施した。2024 年度は岡崎コンファレンスセンターにおい

て 11 月 21 日〜22 日の日程でハイブリッド開催し、その中で TSB センター（トラ

ンスオミクス解析室、バイオイメージング解析室）及び IBBP センターの施設見学

を行った。 

・ 2024 年度の保存技術講習会として、メダカ凍結精子作製技術講習会 2024、メダカ

ゲノム編集・凍結精子作成講習会、大学生のための夏の実習 2024「カンキツ茎頂の

接ぎ木とその超低温保存への挑戦」、IBBP サケ科魚類・メダカにおける遺伝資源保

存技術講習会 2024 を実施した。技術講習会や Cryopreservation Conference の開催

で、研究者コミュニティーに保存技術を周知する事などによる保存技術開発の推進

を行った。 

・ IBBP による生物遺伝資源バックアップ保管の周知を目的として、2024 年度は日本

組織培養学会第 96 回大会 、18th International Zebrafish Conference（IZFC2024）、

日本遺伝学会 第 96 回大会、日本動物学会 第 95 回長崎大会、第 9 回ユニーク会、

第 58 回実験動物技術者協会総会第にて広報活動を行い､47 回日本分子生物学会も

予定している。IZFC2024 では Research Sustainability workshop にて、我が国の研究

の継続性を担保するプロジェクトとして IBBP の紹介を行った。第 146 回日本育種

学会講演会では、2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震を受けてのワークショ

ップ「今後も起きる災害に備えて〜研究材料の保管とそのバックアップについて〜」

を開催した。 

・ 環境技術学会の学会誌（環境技術）に IBBP の事業を紹介する記事を寄稿した。 

・ Cytologia 誌において英文での事業紹介として「A guide to the use of the Inter-University 

Bio-Backup Project (IBBP) for the sustainability of individual research, even in the event of 

natural disastersor other unexpected accidents」を執筆した。 

・ 内閣官房が紹介している「国土強靭化 民間の取組み事例集」のリーフレットにお

いて IBBP の紹介記事を依頼され寄稿した。 

 

 

 

大学連携バイオバックアッププロジェクト ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/ibbp 
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図 22.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP メダカ) 

図 23.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP ゼブラフィッシュ) 
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図 24.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP アサガオ) 

 

・ ナショナルバイオリソースプロジェクト (NBRP) では、メダカの代表機関、ゼブラ

フィッシュの分担機関、アサガオの分担機関として活動している。 

・ 各種系統とクローンの配布や講習会を開催し、研究者コミュニティに貢献している。 

・ 2022 年 4 月より第 5 期 NBRP がスタートし、第 4 期と同様、生物資源の収集と保

管、配布、データベースの充実化などを行っている。 

 

 

 

基礎生物学研究所が運営に関わるナショナルバイオリソースプロジェクト 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/bioresource.html 
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図 25.データーベース 

 

・ 基礎生物学研究所のバイオリソースデータベースのサービスとして、以下のデータ

ベースを、データ統合解析室のサポートのもと公開している。アクセス数は順調に

増加しており、研究者コミュニティに貢献している（アクセス数は 2025 年 1 月 14

日現在）。 

(1) XDB3 (Xenopus Developmental Biology Database Version 3) アクセス数 7,057 件 

(2) MBGD (Microbial Genome Database for Comparative Analysis) アクセス数 82,015

件 

(3) PHYSCObase (Physcomitrella Database) アクセス数 11,583 件 

(4) PODB3 (The Plant Organelles Database Version 3)アクセス数 40,162 件 

(5) Japanese Morning Glory Genome Database アクセス数 5,414 件 

(6) nekko (NIBB Encyclopedia of “KinKon” Omics) アクセス数 3,967 件 

(7) iNewt (Integrated Portal Site for the Newt, Pleurodeles waltl) アクセス数 79,114 件 

(8) DB-HABs (Database for Research in Harmful Algal Blooms) アクセス数 2,885 件 

(9) CLiCKAR (Workflow for Genotyping of CRISPR-Cas9-based Knockout Phenotypes) 

アクセス数 5,905 件 

(10) ChaetoBase (Gene annotation database for Chaetoceros gracilis) アクセス数 2,084 件 

(11) Trypoxylus dichotomus Genome Browser（アクセス数はクラウドサーバーの機能の

都合上カウントできず） 

(12) Reticulitermes speratus Genome Browser アクセス数はクラウドサーバーの機能の

都合上カウントできず） 
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・ 所内の計算設備を計算科学研究センターと統合したため、計算科学研究センターの

計算リソースを使用しつつ、データベースの管理は所内のデータベースサーバで行

うようにデータベースの構築・運用体制の再構築を行っている。 

 

 

 

基礎生物学研究所が提供するデータベースサービス 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/databases.html 
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図 26.先端バイオイメージング支援プラットフォーム 
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・ 2016 年度に新学術領域研究の枠組みとしてスタートした先端バイオイメージング

支援ネットワーク（ABiS）は、2022 年 4 月より、学術変革領域研究（学術研究支

援基盤形成、2022 年度〜2027 年度）として、第 2 期の活動を開始した。第 1 期と

同様、生理学研究所とともに中核機関として、光学顕微鏡、電子顕微鏡、磁気共鳴

画像、画像解析の支援を行っている。 

・ 2024 年度は 2025 年 2 月現在で、光学顕微鏡支援を 173 件、電子顕微鏡支援を 104

件、磁気共鳴画像支援を 24 件、画像解支援を 32 件、総計 333 件の支援を行った。

加えて、バイオイメージング技術の普及と人材育成を目的としたトレーニングコー

スは 23 件開催した。 

・ ABiS は、Euro-BioImaging (EuBI) が展開している Global BioImaging (GBI) と 2018

年 9 月に連携協定を締結した。合同でのトレーニングコースやシンポジウムの開催

することで、バイオイメージングに関する最新の技術や情報の共有を図ってきた。

毎年開催されている実務者会議（EoE: Exchange of Experience）に参加し、イメージ

ング施設のスタッフや若手研究者のキャリアパス、データ共有システム構築や産学

連携推進、バイオイメージングの将来に向けたグローバル戦略の策定など世界共通

の課題についての議論に加わり、適宜、国内の研究者に対して情報発信を行ってい

る。今年度の EoE2024 は 10 月 29 日〜10 月 31 日の日程で、ABiS がホストとなり

岡崎コンファレンスセンター（愛知）で開催した。その前日には、ABiS International 

Symposium 2024 “Cutting-edge bioimaging toward the future”を開催すると共に、

EoE2024 後は GBI、RIKEN と共催して画像データの利活用について議論する

foundingGIDE (foundation for Global Image Data Ecosystem) を開催した。 

・ この ABiS 活動により、（１）画像取得と画像からの情報抽出技術の向上、（２）支

援者間の技術交流・情報交換、（３）国内外の挙動研究の推進、（４）先進技術の継

承と後継者の育成、（５）新たな研究課題の掘り起こし、（６）世界標準のイメージ

ング技術の取得等の効果に繋がり、日本におけるイメージング技術の高度化と支援

体制の充実、世界における日本の生命系イメージングネットワークサイエンスのプ

レゼンス強化に繋がることが期待される。 

 

 

 

先端バイオイメージング支援プラットフォーム ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/abis/ 
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図 27.共同利用・共同研究拠点との連携 

  

・ 北海道大学 低温科学研究所、熊本大学 発生医学研究所、徳島大学 先端酵素学研究

所、群馬大学 生体調節研究所、中部大学との連携協定に基づき、共同研究や人材交

流、情報交換を展開している。 

・ 先端酵素学研究所とは、プリンストン大学を含めた合同プロテオミクストレーニン

グコースに関して、開催準備に向けた準備を進め、2024 年 5 月に開催した。 

・ 2024 年 6 月には、群馬大学生体調節研究所の個体代謝生理学分野の教授 1 名が基礎

生物学研究所を訪問し、所内向けのセミナーで講演するとともに、超階層生物学セ

ンター トランスオミクス解析室の教員と質量分析に関する意見交換を実施した。 

・ 中部大学とは、基礎生物学研究所が開催するコミュニティ科学と AI の融合を目指

したアイデアコンテスト「NIBB AI-Biology Ideathon 2024」、及び、その AI 実装に向

けたハッカソンについて、意見交換を実施した。 

・ 琉球大学 熱帯生物圏研究センターとは、既に実施している共同研究を発展させる

ために、2024 年 11 月 18 日に連携協定を締結した。 

・ 各研究拠点とは、それぞれが主催する国際会議や研究会へ、相互の研究者が参加で

きるように情報を共有し、人的交流を促している。 
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図 28.大学院生の教育と若手研究者支援 

 

・ 総合研究大学院大学（総研大）の基盤機関として、基礎生物学コースの学生（およ

び 2022 年度以前に入学の生命科学研究科・基礎生物学専攻生）の教育、研究指導を

行っている。2024 年度の在籍者は 37 名（うち留学生 7 名、2024 年秋入学者と年度

途中での修了者を含む）であった。 

・ 2024 年度の入学者は、4 月に 5 年一貫制 12 名、博士後期課程 3 名、10 月に 5 年一

貫制１名、合計 16 名であった。 

・ 特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生）9 名（うち海外の大学から 1 名）、

特別実習生（他大学学部生の卒業研究指導等）4 名を受け入れた（いずれも年度途

中からの受入者を含む）。 

・ 総研大に在籍していた学生 3 名（6 月 1 名、9 月 2 名）に博士学位を授与した。 

・ 総研大生および特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生）には、RA 制度に

より年間約 100 万円の経済的支援を行っている。 

・ 名古屋大学の卓越大学院プログラム「トランスフォーマティブ化学生命融合研究大

学院プログラム」に連携機関として参画しており、基礎生物学コースの授業科目の

履修機会の提供など、プログラムへの協力を行っている。 

・ 将来の大学院生を迎え入れるために定期的に大学院説明会（来所参加とオンライン

参加のハイブリッド方式）を行っている。2024 年度は、5 月（来所者 5 名、オンラ

イン 16 名）、8 月（来所者 11 名、オンライン 6 名）、11 月（来所者 3 名、オンライ

ン 7 名）に開催した。引き続き 2025 年 3 月に開催予定である。遠方からでも気軽に

参加できるオンライン、研究所の雰囲気を生で味わえる来所での参加、どちらも好
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評である。 

・ 特に総研大入学に関心を持つ学生には、体験入学の機会を提供している。2024 年度

は 17 名がこの制度を利用して来所（今年度中にさらに 8 名予定）、そのうち 4 名が

2024 年 8 月の総研大入試を受験した。 

・ 海外の学生を受け入れる NIBB Internship Program では、2024 年度は 4 名（うち 1 名

は国内大学に留学中の学生）を受け入れ、そのうち 1 名が 2024 年 12 月の入試を受

験予定である。 

・ コロナ禍の後 2023 年度に再開した「大学生のための夏の実習」を今年度も開催し

た。大学学部学生（1〜4 年生）15 名が 2 泊 3 日のスケジュールで参加し、4 つのコ

ースに分かれての実習や交流で、基礎生物学研究所を体験した。 

・ 研究所の運営費により若手研究者を雇用する「NIBB リサーチフェロー」制度を 2020

年 4 月に改正し、任期を 3 年から 5 年に延長して「特任助教」として雇用している。

2024 年度は、年度途中からの雇用などを含め 14 名雇用した。 

・ 優れた研究成果を上げ将来の学術研究の発展への寄与が期待できる若手研究者（学

位取得後 13 年以下（出産・育児・介護等による休業期間を除く））への支援として、

研究費助成の制度を設けている。2024 年度は、2025 年 2 月 17 日に 3 名の若手研究

者を表彰した。 

・ 日本学術振興会の特別研究員申請を希望する大学院生・ポスドクに対しては、総研

大主催の申請書準備講座が開催されている。これに加えて、研究力強化戦略室・若

手研究者支援グループが中心となって希望者に個別相談・指導を行っており、2025

年度採用分として特別研究員（DC1）2 名が内定している。 

・ 子育て中の研究者支援として、引き続き、キャンパス内保育園の運営、出張時の子

供帯同のための旅費支援、保育サービス利用経費の一部補助を行っている。 
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図 29.大学院生からの人材輩出 

 

・ 基礎生物学研究所にて研究活動を行った総研大生と特別共同利用研究員（受託大

学院生）は、大学や国・県等の研究機関の教職員、民間企業の研究員、公務員な

ど様々な分野で活躍している。 

・ 上記の表は、2025 年 2 月現在での、アカデミアの職位についた者の追跡調査の

結果である。Research University 11（RU11：北海道大学、東北大学、筑波大学、

東京大学、早稲田大学、慶応技術大学、東京工業大学、名古屋大学宇、京都大学、

大阪大学、九州大学）だけでなく、地方国公立大学、私立大学で教育・研究に携

わっている。 

・ 基礎生物学分野だけでなく様々な分野の研究職、海外機関でのグループリーダー、

加えて研究のバックグラウンドを活かした RMC 等のマネジメント業務で活躍し

ている。 
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図 30.広報とアウトリーチ活動 

 

・ 2024 年度はこれまでに研究成果に関する 16 件のプレスリリースを行った。 

・ 公式ホームページやＸ（旧 Twitter）、Youtube を活用し、研究所の日頃の様子や活動

を発信している。 

・ 大隅研が当時使用していた実験機器等と、大隅良典名誉教授から基礎生物学研究所

へと贈られたノーベル賞のレプリカメダルを展示する展示コーナーを開設した。 

・ 岡崎市教育委員会との連携事業として、オンライン特別授業１件を市内小中学校 33

校に向けて約 4,500 人を対象に行った。また、岡崎市内の小中学校への出前授業 4

件実施した。岡崎市内の小中学生の理科の自由研究を表彰する「未来の科学者賞

2024」を、分子研と生理研と共に、10 名に授与した。 

・ 2022 年 12 月に岡崎 3 研究所と愛知県との連携協定が締結された。この連携活動の

一貫として、高校 1〜2 年生 16 名を対象とした「愛知県サイエンス実践塾体験研究

室」を実施した。また、愛知県教育委員会との共催で、高校教員 21 名を対象とした

実習を行った。 

・ SSH 指定校への教育の協力として、愛知県立岡崎高等学校への研究発表指導を行う

と共に、出前授業 1 件を実施した。また、愛知県立豊田西高等学校への研究発表指

導を行った。 

・ 愛知県立岡崎北高校への出前授業 2 件を実施した。 

・ 自然科学研究機構 若手研究者賞記念講演にて、四方明格助教が講演を行った。 

・ 大学共同利用機関シンポジウムにて、森田（寺尾）美代教授が講演を行った。 

・ 高校の見学依頼、中学校からの職場体験の依頼に対応した。 
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・ 株式会社ドワンゴとの共同で、インターネット中継（ニコニコ生放送）「ニコニコサ

イエンス」を実施している。放送の中で視聴者からギフトポイントを頂き、自己収

入を得ている。2024 年度は 12 月 24 日〜29 日にプラナリアに関する放送を実施し

た。（ニコニコ生放送の成果については次の図で説明） 

・ 2025 年 2 月 22 日開催の第 39 回自然科学研究機構シンポジウムにおいて、ブース出

展を行った。 

・ 株式会社フェリシモとのコラボレーションとして、阿形所長が監修したプラナリア

グッズ（クッション、ポーチ、ふせん）が発売された。研究所名が表記された癒や

し系のプラナリアグッズにより、研究内容や研究所名が社会に浸透することを願っ

ている。 

 

 

 

プレスリリース掲載ページ 

https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pr/ 

 

報道記録掲載ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pressrecord/ 

 

アウトリーチ活動紹介ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/webmag/diary/ 
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図 31.ニコニコ生放送の実績 

・ 阿形所長就任以降（2019 年度〜）のニコニコ生放送の実績を示す。自己収入は 313

万 5162 円を得ている。 

 

 

 

ニコニコ生放送開催報告ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/news/2023/04/21.html 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/news/2023/11/15.html 
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図 32.市民参加型サイエンス 

 

・ 超階層生物学研究センターの AI 解析室を中心として市民参加型のコンテスト

（Ideathon）を実施した。本コンテストは国際コンテストとして国内外から広くアイ

デアを募集した。 

・ 2025 年度の活動として、Ideathon の優秀なアイデアを実装するコンテストを、中部

大学との共催で行う。また株式会社 Biome の協力も得る予定となっている。 

・ クロマチン制御研究部門の片岡助教と西本技術職員が考案し、一般市民が参加する

全国の野生テトラヒメナを調査するプロジェクト「テトラハント」を実施した。遺

伝子解析による種の同定は、基礎生物学研究所で行い、新種の命名は、採集者のア

イデアを採用する。今後、日本全土を網羅するテトラヒメナマップを作成するとと

もに、バイオリソースとしての活用や環境調査等への利用を通して、社会還元を目

指す。 

 

 

 

NIBB AI-Biology Ideathon 2024 のページ 

 https://ideathonjp.nibb.ac.jp/ 
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図 33.産学連携活動 

 

・ 研究力強化戦略室産学連携グループを中心として、自然科学研究機構研究力強化推

進本部および岡崎統合事務センター国際研究協力課と連携し、特許取得支援、保有

するシーズの実用化に向けた共同研究や企業からの受託試験のサポート、実用化に

向けた研究をサポートする JST 等の研究費申請のサポート、および所内の産学連携

事案に対してサポートを行うことで、産学連携活動を推進している。 

・ 2024 年度の活動として、機構が発刊しているシーズ集に基礎生物学研究所から 5 件

掲載した。 

・ 岡崎信用金庫と研究シーズの産業利用を目指した新たな取組みについて対話を継続

している。岡崎信用金庫およびアメリカのベンチャーキャピタルである Fusion X 

ventures と新たな産学連携の形を模索している。 

・ ゲノム編集技術を用いた養殖魚の品種改良で知られているベンチャー企業であるリ

ージョナルフィッシュにおいて基生研の特許技術が活用されている。 

・ 2022 年 12 月に岡崎 3 研究所と愛知県との連携協定が締結された。それに伴い、愛

知県内の産学官連携による研究開発をサポートする補助金である「新あいち創造研

究開発補助金」の公募要項に、自然科学研究機構が“学”の組織として記載された。

それに伴い、2024 年 6 月に開催された産学官共同研究の成果展示・商談会である

「あいちモノづくりエキスポ 2024」へのブース出展を行った。 
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図 34.学際ハブ構想：超階層ネットワーク形成による革新的生命科学への展開 

 

・ 世界に先駆けて創設された「超階層生物学センター」が、革新的な成果を生みだし

たことで、できるだけ早くこの環境を全国の研究者にも提供して、日本の独創的な

研究を世界に送りだすために、「超階層ネットワーク形成による革新的生命科学へ

の展開」という課題名で、令和 6 年度「学際領域展開ハブ形成プログラム（学際ハ

ブ）」へ申請を行ったが、採択には至らなかった。以下、本申請の骨子である。 

・ 日本の生物学/生命科学にはもともと独創的なものが多いが、先端的なアプローチ

に欠けるために世界的な認知に至らないのが日本の弱点である。その点を克服でき

るネットワーク・システムを構築して、日本の生物学/生命科学の世界的なプレゼ

ンスを上げることが本申請の目的である。 

・ 研究者への先端的アプローチの提供としては、学術変革領域研究（学術研究支援基

盤形成）の 4 つのプラットフォーム（先端バイオイメージング支援プラットフォー

ム (ABiS)、先進ゲノム解析研究推進プラットフォーム (PAGS)、コホート・生体試

料支援プラットフォーム  (CoBiA)、先端モデル動物支援プラットフォーム 

(AdAMS)）による最先端技術の支援や、ナショナルバイオリソースプロジェクト 

(NBRP) による生物資源の提供、共同利用・共同研究拠点による各種共同研究の推

進など、それぞれの分野が技術の強みを活かした支援が行われている。これらの既

存のシステムの良さを活かすとともに、それらではカバーできていない質量分析解

析と AI 解析や生物社会学的な解析といった新たなシステムを加えて超階層生物学

を推進するネッワークを構築できれば、日本発の階層を越えた質の高い革新的な研

究を次々と生み出すことが期待できる。 
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・ 本構想では、基礎生物学研究所の『超階層生物学センター』がコアとなり、①既存

の 4 つのプラットフォームやナショナルバイオリソース、共同利用・共同研究拠点

との連携、及び②3 つの新規ネットワーク（生命系質量分析支援ネットワーク、生

命系 AI・数理解析支援ネットワーク、生物社会学研究推進ネットワーク）を加え、

国内・国外の学術機関による『超階層生物学ネットワーク(TSB-Net: Trans-Scale 

Biology Network）』の構築を目指す。 
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２.外部点検評価会議議事録 
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2024年度基礎生物学研究所外部点検評価会議 

 

2024 年度基礎生物学研究所外部点検評価会議 
日時：令和 7 年 2 月 26 日（水）15:00～17:00 
場所：オンライン会議 

 
参加者 
【外部委員】 
（運営会議委員） 
丹羽 仁史（熊本大学発生医学研究所 教授） 
福井 学（北海道大学低温科学研究所 特任教授） 
経塚 淳子（東北大学大学院生命科学研究科 教授） 
（外部有識者） 
藤谷 与士夫（群馬大学生体調節研究所 所長（教授）） 
武川 睦寛（東京大学医科学研究所 教授） 
黒川 顕（国立遺伝学研究所 副所長（教授）） 
 
【基礎生物学研究所参加者】 
阿形 清和（基礎生物学研究所長 教授） 
皆川 純（副所長 教授） 
吉田 松生（第一研究主幹 教授） 
東島 眞一（第二研究主幹 教授） 
藤森 俊彦（第三研究主幹 教授） 
川口 正代司（第四研究主幹 教授） 
森田 美代（第五研究主幹 教授） 
真野 昌二（研究力強化戦略室副室長 准教授（司会）） 
立松 圭（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 
倉田 智子（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 
藤田 浩徳（研究力強化戦略室企画評価グループ 助教） 

 
【陪席者】 
三浦 正幸（現：東京大学大学院薬学系研究科 教授、 
2025 年４月より：基礎生物学研究所長） 

 
【議事録担当】 
株式会社コングレ・グローバルコミュニケーションズ 
 
【配布資料】 
・参加者リスト 
・外部点検評価資料 
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・2024 年度発表論文リスト 
・要覧 2024（https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pdf/yoran2024.pdf） 
 

議事要旨 

 

１．阿形所長より挨拶と基礎生物学研究所の参加者の紹介があった。 
 

２．６名の外部委員より自己紹介があった。 
 

３．2024 年度の基礎生物学研究所の活動報告と質疑応答 

① 「2024 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より 2024 年度の

基礎生物学研究所の運営面、中核拠点性、国際性について説明があった。 

② 丹羽委員より、超階層生物学・共同利用研究の採択例の進捗状況についての質問があ

り、阿形所長より、初年度の採択は 3 件、今年度はそれらに加えて新たに 1 件加わり

4 件の採択であるとの説明があった。 

③ 丹羽委員より、超階層生物学・共同利用研究について、長い目で見て行くことに関す

るアイデア・意見ついての質問があり、阿形所長より、できる限り対応するしかない

が、リユース生物学に関しては、今年は 500 万円を機構から支援をうけて活動を行っ

ているとの説明があった。 

④ 経塚委員よりＲＭＣ職位の流動性についての質問があり、阿形所長より、文部科学省

からＲＭＣ制度についての調査があり、研究開発マネジメント人材として来年度から

予算化されることから、全国に広がっていく状態になっているとの説明があった。 

⑤ 武川委員より、ＲＭＣ職員の昇任のときの評価についての質問があり、阿形所長より、

リポートを出してもらい、教授全員でヒアリング・質疑応答をした上で、昇任につい

ての議論を行うとの説明があった。 

⑥ 武川委員より、一般の助教と特任助教との違いについての質問があり、阿形所長より

主に３つの違い（１）任期が特任助教は最大５年で、助教は５年プラス強化法で 10 年

までであること、（２）特任助教は年俸制で 460 万円が頭打ちであること、（３）助教

は教授の研究のコアとなる研究をやる方が多いのに対し、特任助教は比較的、義務は

なく、自分のユニークで独創的な研究に従事できる、との説明があった。 

⑦ 武川委員より、超階層生物学センターの窓口についての質問があり、阿形所長より超

階層生物学共同利用推進室において、推進室長の亀井ＲＭＣ教授を中心として対応し

ているとの説明があった。 

⑧ 黒川委員より、共同利用などの事業にもＲＭＣ職位を設けることがあるかについての

質問があり、阿形所長より、亀井ＲＭＣ教授は超階層生物学センターの推進室長とし

て共同利用に関わっていること、また立松ＲＭＣ助教も国内国際連携グループでいろ

いろな国内国際連携をやっていることの説明があった。 

⑨ 黒川委員より、ＲＭＣ職位における研究と業務の割合についての質問があり、阿形所

長より、外部資金を取っている場合、５割はその研究を認めるなど、それぞれの個性

に合わせて教授会で認めているとの説明があった。 
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⑩ 黒川委員より、研究所全体としての海外との連携についての質問があり、阿形所長よ

り、ハイデルベルグ大学との新規モデル生物での連携、ＥＭＢＬとのバイオイメージ

ング・ＡＢｉＳでの連携、プリンストン大学との質量分析、イメージングマスでの連

携が行われているとの説明があった。 

⑪ 黒川委員より、それらの海外連携を統合して、全てを超階層生物学にひも付ける試み

に関しての質問があり、阿形所長より、プリンストン大学はトランスオミクス解析室

の質量分析と、ＥＭＢＬはバイオイメージング解析室と、ハイデルベルグ大学は新規

モデル生物開発室とつながっており、ＴＳＢセンターのそれぞれと役割がつながって

いるとの説明があった。 

⑫ 黒川委員より、外部資金の獲得についての質問があり、阿形所長より、科研費はうま

く獲得できているが、それ以外のＡＭＥＤとかＪＳＴ関係の大型の予算を取ることが

課題であるとの説明があった。 

⑬ 福井委員より、超階層生物学からＯＭＬに上げていくテーマの選定についての質問が

あり、阿形所長および川口教授より、葉緑体のリユース生物学は所長自らが積極的に

推したものの、それ以外は特に積極的に推すことは今のところはしていないとの説明

があった。 

⑭ 「2024 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より、2024 年度

の基礎生物学研究所の研究資源、新分野創出、人材育成、社会との関わり、およびそ

の他について説明があった。 

⑮ 経塚委員より、種子の保存の選別についての質問があり、阿形所長より、受入の審査

はＩＢＢＰの七つの拠点のメンバーからなる審査員により行われていること、また植

物の茎頂保存等の新しい保存手法の開発を行っていることについての説明があった。 

⑯ 藤谷委員より、体験入学についての質問があり、倉田ＲＭＣ助教より、体験入学は総

研大から予算のサポートを受けており、研究室に数日から１週間程度の日程で、大学

２年から修士課程までの大学院を受験可能性がある者に対して行っているとの説明が

あった。また、これとは別に２泊３日の夏の実習も行っているとの説明があった。 

⑰ 藤谷委員より、体験入学に来られた方での大学院への進学割合についての質問があり、

倉田ＲＭＣ助教より、体験入学の後に進学を決めた方と、すでに進学が決まってから

体験入学に来る場合があり、受験する頃には９割方体験入学は行っているとの説明が

あった。 

⑱ 丹羽委員より、体験入学の海外の方の対応についての質問があり、立松ＲＭＣ助教よ

り、海外向けの体験入学も対応しており、長めに日数を取って、大体１カ月から最大

90 日ぐらいで受け入れを行っているとの説明があった。 

⑲ 丹羽委員より、海外からの体験入学受け入れにおいての費用の補助・援助ついての質

問があり、立松ＲＭＣ助教より、総研大の方からの事業経費の中で可能な限り支援す

るという形は取っているが、賄えない分は、受け入れ研究室と相談の上、追加分を出

していただくという形も取っているとの説明があった。 

⑳ 丹羽委員より、体験入学の滞在施設についての質問があり、立松ＲＭＣ助教より、岡

崎３研究所の共同利用の宿泊者施設、三島ロッジ、明大寺ロッジについての説明があ

った。 
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21 阿形所長および立松 RMC 助教より、「Internship」は報酬がもらえる研修という意味合

いが海外では強いことから、「ＮＩＢＢ Internship Program」から「Academic Research 

Experience Program」へ名称変更を考慮しているとの説明があった。 

22 丹羽委員より、市民参加型サイエンスの活動についての質問があり、阿形所長より、

「AI-Biology Ideathon & Hackathon」や「テトラハントプロジェクト」はボトムアップ型

の提案であることの説明があった。 

23 武川委員より、「ニコニコサイエンス」についての質問があり、阿形所長および倉田

RMC 助教より、200 時間の長い時間、生き物の定点観察をしながら、研究者が解説・

講義をしたり、関連する実験をしたり飽きさせない内容にしているとの説明があった。 

24 武川委員より、ＩＢＢＰにおいて保存されている動植物のリスト化およびオープン化

についての質問があり、阿形所長より、基本的には実験途中のものが多いので、リソ

ースは他の方が使うという形にはなっていないとの説明があった。 

25 武川委員より、ＩＢＢＰ活動における費用徴収についての質問があり、阿形所長およ

び川口教授より、無償で預かっているとの説明があった。 

26 黒川委員より、ＩＢＢＰの運営予算についての質問があり、阿形所長より、元々は１

億 2000 万円のサポートがあったが、５年目ぐらいに 8000 万円が内部経費化されて、

その費用をもって無償で行っているとの説明があった。 

27 黒川委員より、ＩＢＢＰ事業において積極的に料金徴収しても良いのではとの提案が

あり、阿形所長および川口教授より、早々に検討したいとの返答があった。 

28 黒川委員より、広報展開における広報スタッフの数についての質問があり、倉田ＲＭ

Ｃ助教より、裁量労働制の専任のＲＭＣ助教１名と、事務支援員３名で運営している

との説明があった。 

29 集合写真撮影後、阿形所長より閉会の挨拶があり、外部点検評価会議を終了した。 

写真：外部点検評価会議の参加者 
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【運営面】【中核拠点性】【新分野の創出】 

１．下記の取組について、今後の要望も含めご意見をお聞かせ下さい。 

 

（１）「超階層生物学研究」の推進について 

▶ これまで基生研が先導してきた多様な生物を対象とする研究をさらに先鋭化する

方向として「超階層生物学研究」は必然であると思われる。またいくつかの発展的な

成果も出始めており今後が期待できる。資料等からは判断しかねるが、既存の機能を

組み替えただけでこれら成果につながった訳ではなく、各機能を連携させる「超階層

生物学共同利用推進室」の設置が功を奏したのではないかと思われる。一方で、ホー

ムページは保守的であり、一体的な利用が可能であることをさらに強くアピールでき

るよう工夫が必要と思う。 

 

▶ ゲノムから分子、細胞、そして個体へと、一気通貫で俯瞰的に研究を進める体制の

構築は、まさに我々の研究所でも力を入れている取り組みであり、大変興味深く拝聴い

たしました。特に、各階層の壁を AI を用いて解消しようとする点は非常に画期的であ

ると感じました。一方で、ゲノムから AI を用いてどのように階層の壁を解消するのか、

外部から見るとその具体的なイメージがやや掴みにくい印象を受けます。この取り組み

が実際にうまく機能した事例を、ホームページなどで紹介していただけると、より理解

が深まるのではないかと感じました。 

 

▶ ユニークな取り組みであり、個人的には大変注目している。ただ、結構な大風呂敷

を広げないと「超階層」にはなりにくいことと、支援期間の設定の兼ね合いをどのよう

に折り合いをつけるのかが、これからの課題だと思われる。 

 

▶ 基礎生物学研究所は、生物学の階層を超えた統合的な研究を推進するため、超階層

生物学センター（TSBセンター）を設立し、分子、細胞、組織・器官、個体といった異

なるスケールの研究を統合する取り組みを進めている。このアプローチは、学際的な研

究の加速に大きく貢献するとともに、革新的な生命科学の展開を可能にする基盤を提供
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するものである。特に、データ統合解析室や AI 解析室の設置により、ビッグデータを

活用した研究が加速している点は高く評価できる。また実際に、「リユース生物学」と

いう新たな概念の提唱や、メダカの温度変化感知機構の研究からヒトの循環動態変化の

究明に繋がる遺伝子が同定されるなどの研究成果も得られている。今後は、国内外の研

究機関とのさらなる連携を強化し、より広範な研究ネットワークを構築することが期待

される。 

 

▶ 我が国の基礎生物学の裾野を広げ、卓越した研究を推進する観点から、高く評価さ

れる。また、本取組が広く認知されるよう一層の努力をして欲しい。 

 
（２）ダイバーシティ確保の取組について、貴研究機関における女性研究者、若手研究

者及び、外国人研究者の現状と取組について 

▶ 基生研におけるダイバーシティ確保の取組は積極的であり成果を挙げている。 

弊所においては、テニュアトラック制度において女性枠を設置する程度にとどまってお

り、貴所の成果を好事例として努力していきたい。 

 

▶ 当大学では、ダイバーシティ推進委員会を中心に、女性研究者、若手研究者、外国

人研究者の採用を積極的に推進しています。その結果、私たちの所属する部局では、女

性教員比率が 25%にまで上昇しました。また、（他の大学でも実施されていますが）女

性限定の教授公募を行い、女性の上位職割合の増加を促進する努力をしています。現在、

教授陣における女性の比率は 20%です。さらに、一時期、外国人研究者の助教を雇用し

ていましたが、日本での業績が評価され、その後母国の准教授に昇進しました。 

 

▶ 女性研究者確保は全研究機関の課題であり、研究所がこれに成功していることは素

晴らしい。地方大学にあっては、成功した（あるいはしつつある）女性研究者の引き抜

きがおおきな障害となっている。もはや研究者市場における女性研究者は枯渇しつつあ

るので、研究所が育成にも力を入れ、地方大学に若手女性研究者を供給していただけれ
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ば、なおありがたい。 

 

▶ 女性研究者、若手研究者、外国人研究者の採用を積極的に進めており、ダイバーシ

ティ促進のための具体的な施策を講じている評価する。実際に、助教やポスドクの公募

を日本語のみならず英語でも実施し、国際的な人材の獲得にも努めている。また、人事

においては「研究部門を構成する准教授、助教、特任助教のいずれか 1名以上が教授と

異なるジェンダーまたは国籍であることを目指す」という方針を掲げており、これは、

組織の多様性を実効的に高める取り組みとして高く評価できる。この方針は、具体的な

人事プロセスにも反映されており、多様な視点を持つ人的研究環境の構築に寄与してい

ると考えられる。 

一方で、円安の影響により外国人研究者の採用が難しくなっているとのことなので、外

部資金の活用や研究者向けの支援体制の充実などの施策を積極的に講じることで、今後

も国際競争力のある研究環境を維持・強化することを期待致します。 

 

▶ ・若手の女性研究員の増加が著しい点を高く評価する。その一方で、意思決定に関

わるようなシニアレベルの人員のダイバーシティの増加は依然課題であると感じた。 

・本学では（多分、他大学にもあると思いますが）、若手研究者や外国人、（女性も）

の雇用には、人件費の半分を大学が負担してくれる（期限と負担額の上限あり）制度が

あり、ダイバーシティ拡大に効果的に機能していると思う。また、本学では外部資金で

雇用されている「助教」と大学雇用の「助教」の間に区別がない（私が所属する研究科

では便宜的にローカルルールとして前者を特任助教と呼んでいるが）。HP や大学案内

などでも平等に扱われるため、若手研究員が誇りを持つこともできるのではないかと思

う。 

・一定の人数を女性にするという覚悟をもって、女性限定公募を行うのがいいと思いま

す。 

・基生研に問題があるという訳ではないですが、男性だけの会議は開催しない、時間外

の会議は行わないなどの環境改善や、男性だけが登壇する会は開催しないなど、アンコ
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ンシャスバイアスを取り除く取り地道な組みは必要だと思います。 

 

▶ 2023 年 9 月ダイバーシティ宣言後、女性比率が 16.9％から 24.7%へと現在増加し

ており、高く評価される。子育て中の若手研究者への支援等（キャンパス内託児施設、

子供を出張に帯同する交通費支援制度、ベビーシッター費用の一部補助）も極めて高く

評価され、基礎生物学研究所における研究展開に大きく寄与しているものと判断される。 

 

（３）RMC制度について 

▶ 事業と研究とのバランスは難しい課題であり、基礎研究系と同一の評価軸を設定す

ることが困難である。同一機関内で異なる評価軸を設定する場合、個別に職階を設定す

る必要が生じる。本制度は理にかなった制度である。 

 

▶ RMC は、超階層生物学センター内の各研究室間や外部機関との有機的な連携に貢

献する重要なポジションであると理解しました。そのようなマネジメントにコミットす

るスタッフを比較的大勢配置している点が、基生研の強みであり、非常に良い制度だと

考えます。 

国立大学では、教員、職員、技術職員が明確に区別されており、給与体系も異なります。

我々も RMC に似た人材の導入を進めていますが、上記のような事情があるため、人材

のリクルートにおいて思うように進んでいないのが現状です。 

 

▶ 新しい研究者のキャリアパスの創成として、大変有意義な取り組みである。現在各

大学には URA が設置されているものの、その有効的活用には課題がある。研究所が

RMC 育成活用のノウハウを蓄積し、大学の URA とコミュニケーションをとることに

より、良き模範となっていただきたい。 

 

▶ 2022年より導入された RMC（Research Management and Coordination）制度は、

研究マネジメントを強化し、研究支援を充実させる有効な手段となっていると思われる。
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また、業績評価に基づく昇任制度も設けられており、研究の質の向上と継続的な発展が

期待される。このような制度は、研究者の負担軽減や研究環境の向上に大きく寄与する

ものであり、他の大学や研究機関でも導入が検討されるべき取り組みであると考えられ

る。研究力の強化に向けた先駆的な施策として評価できる。 

一方で、RMC 職員の役割分担の明確化や業務負担の適正化を考慮する必要性や、長期

的なキャリア形成を支援する仕組みの整備も重要であると考えます。この制度がより効

果的に機能するためにも、RMC 職員が働きやすい環境の整備を期待致します。 

 

▶ ・基生研の研究にとっても、また、研究者のキャリアの多様化という点でも大変す

ばらしいと思います。ただ、採用されている方々が年齢やキャリアの割に職位が低いよ

うな気がしました。 

・他の機関でも同様の制度が開始されるということだったので、RMC 研究員間の交流

の機会や流動性を作り、サイエンスコミュニケーションとはまた違う、一つの領域を作

ってほしいと思いました。 

 

▶ 国立大学において URA 制度は定着しているものの、そのキャリアパスについては

課題も多い。一方、基礎生物学研究所において RMC 制度を導入したことは、研究所の

円滑な運営及び共同研究等の推進において極めて効果的であると評価され、今後、多く

の国立研究所等においても参考となる取組である。RMC 教員のキャリアパス設計も優

れており、彼らが熱意を持って業務遂行できるものと思われる。 

 

【国際性】 

２．欧州分子生物学研究所（EMBL）、プリンストン大学、ハイデルベルグ大学と国際連

携活動ついてご意見をお聞かせ下さい。また、他に連携を考えたら良いと思われる大学・

機関がありましたらご教示下さい。 

▶ 国際的なグローバルネットワークを形成し、形骸化せず充実した交流を続けておら

れ、そのご努力に頭が下がる。今後は欧米だけでなく、アジア諸国との連携を強化でき
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ると良いと思う。 

 

▶ 多くの大学・研究所、とくにハイデルベルグ大学と有機的な連携を構築されている

のは素晴らしいことと存じます。実質的な人材交流、技術的交流、さらには多くの共催

セミナーを行っておられることは大変評価されると思います。 

 

▶ 欧州だけでなく他の地域（例えばインドNCBS や米国など）とも連携をとれればい

いのではないだろうか。 

 

▶ 欧州分子生物学研究所（EMBL）、プリンストン大学、ハイデルベルク大学との国際

連携は、研究所の研究水準をさらに向上させる重要な取り組みであると思われる。特に、

GBI の実務担当者会議への積極的な参加と貢献は、バイオイメージング技術の向上と、

その活用によるオープンサイエンスの推進に資するものであり、国際的な研究資源の共

有と利活用を促進する有意義な取り組みである。 

今後は、アジア地域の研究機関との連携も強化し、多様な視点から研究を推進すること

を期待致します。例えば、中国科学院やシンガポール国立大学、韓国科学技術院（KAIST）

などとの連携により、最新技術の共同研究や大規模データの共有が可能となり、さらな

る研究の発展につながる可能性があると思います。 

 

▶ 特になし。 

EMBO やコールドスプリングハーバーなどと連携して、基生研で定期的に国際会議を

開催できたらと思います。 

 

▶ 上記の研究機関との国際連携については、実質的に活発に行われており、高く評価

される。他の機関との連携も考えられるが、費用対効果で熟考した方が良いであろう。 
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【研究資源】 

３．研究者コミュニティからのニーズも踏まえ、下記の活動を継続しています。これら

の活動について、改善点や要望等ご意見をお聞かせ下さい。 

 

（１）大学連携バイオバックアッププロジェクト（IBBP） 

▶ 重要なプロジェクトで発展されることを期待するとともに、事業継続性も向上させ

た方が良い。 

・対象とする生物種、試料の範囲 

・対象による保管品質の差別化 

・安定的財源確保 

大学・研究機関においては、研究試料の保存が原則として義務付けられているので、そ

れらを対象（有料）としても良いのではないか。NII のGakuNin RDM等と連携するこ

とも可能。 

 

▶ 公益性の高い素晴らしい取り組みだと存じます。保管料が無料であることは、研究

者にとって非常にありがたいですし、紹介動画まで作成されている点が使いやすさをさ

らに高めていると思います。あまり広く知られていないサービスではないかと思います

（少なくとも私たちは存じ上げておりませんでした）。そのため、もう少し宣伝を強化

する必要があるかもしれません。 

 

▶ 今後需要が増加したときにどのように対応するのか、有償化など含めて早期に検討

しておいた方がよさそうである。 

 

▶ 大学連携バイオバックアッププロジェクト（IBBP）は、貴重な研究資源の保全と共

有を促進することで、我が国の生命科学研究全体を支える重要なプロジェクトであり、

今後も継続的に運営されることが強く望まれる。特に、本プロジェクトでは、Web 上で

の保管申請が可能となっており、研究者の利便性が高められている点も評価できる。さ
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らに、IBBP は研究資源の新たな保存技術の開発にもつながっており、単なる資源管理

を超えて、研究基盤の革新にも貢献している。今後、本プロジェクトの持続的かつ安定

的な運営も考慮し、利用者から（負担にならない程度）の保管料・利用料を徴収しても

良いのではないかと思います。 

 

▶ すばらしいと思います。 

 

▶ 震災等による我が国の生物遺伝資源の損失を回避する上で重要な取組である。 

 

（２）ナショナルバイオリソースプロジェクト「NBRP メダカ（2028 年度より他機関に

移設予定）」、「NBRPゼブラフィッシュ」、「NBRPアサガオ」 

▶ NBRP メダカの他機関への移設、苦渋の決断であるとは思うが、残念でならない。

今後もバイオリソースの運用にご尽力頂きたい。 

 

▶ 国立の基礎研究所ならではの取り組みであり、関連研究者には非常に有益で継続す

べきものと考えます。 

 

▶ これらが維持されるとともに、需要はあっても凍結保存が普及していない生物種（シ

ョウジョウバエの germ cell凍結とか）にも積極的に取り組んでほしい。 

 

▶ NBRP メダカ、ゼブラフィッシュ、アサガオ・プロジェクトでは、各種系統やクロ

ーンの配布を行うとともに、講習会を開催することで、研究者コミュニティに大きく貢

献している。これらの取り組みは、研究資源の有効活用と若手研究者の育成においても

重要な役割を果たしており、高く評価できる。NBRP メダカは、2028 年度より他機関

への移設が予定されているとのことであるが、リソースの継続的な活用が可能となる様

に、円滑な移行を期待したい。 

今後の発展に向けて、これらの研究資源に関するデータベースのさらなる充実を図ると
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ともに、情報の統合・可視化を強化することで、国内外の研究者がより効果的にリソー

スを活用できる環境整備をお願い致します。 

 

▶ すばらしいと思いますが、継続性を考えると悩ましい点もあると思います。例えば、

アサガオは提供数も少なく、コストパフォーマンスをどのように考えるのかをはっきり

させる必要があると思います。 

 

▶ 生物資源としては重要であるものの、費用対効果、人的資源、研究コミュニティか

らの要望等、高所大所から改廃を検討して頂きたい。 

 

（３）先端バイオイメージング支援プラットホーム（ABiS） 

▶ 支援 PF 全体を先導し常に新しい試みを導入する意欲的な PF 活動である。研究コ

ミュニティからの支持も厚く、今後のさらなる発展が期待できる。 

 

▶ 顕微鏡技術は日進月歩で進化していますが、最先端の機器を活用したバイオイメー

ジングの技術支援, 画像解析支援を提供されているのは、大変素晴らしい取り組みだと

思います。ABiS は、多くの研究機関が連携して進めているプロジェクトかと理解して

おりますが、その中で基生研の役割や立ち位置をより明確に示すことで、さらに意義が

高まるのではないかと感じました。 

 

▶ 現状十分にやられていると感じます。 

 

▶ ABiS は、最先端のバイオイメージング技術を活用した研究支援を通じて、我が国の

生命科学研究全体の発展に大きく貢献している。この取り組みは、研究者コミュニティ

にとって重要な基盤となっており、今後も継続的な支援を期待したい。また、GBI実務

担当者会議の開催をはじめとする ABiS の活動は、バイオイメージング分野における我

が国の国際的な窓口として機能しており、国際連携の促進にも大きく寄与している点が
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評価される。このような国際的なネットワークの強化は、国内外の研究者にとって大き

な利点となり、バイオイメージング技術のさらなる発展にも貢献していると思われる。 

今後も、多くの研究者が利用しやすい環境を継続的に整備するとともに、支援体制のさ

らなる充実を図り、生命科学研究に対する貢献を一層強化して頂きたいと思います。 

 

▶ すばらしいと思います。ただ、HP 等の案内は改善の余地があると思います。基生研

がやっている事業なのか、基生研も参画している事業なのかなどわかりにくいです。ま

た、サポート対象の一覧がありますが、科研費の一覧表からはどのような支援を受けた

のか分かりません。支援が共同研究（成果にオーサーとして入るのかどうか）なのかな

ど細かい点が分からず、「分かる人には分かるけど、分からない人には分からない」説

明だと思いました。参画機関がとても多く、同じような支援を受けられるのかなども読

み取れません。情報が多すぎるのかもしれません。細かいことですが、HP の成果発表

は直近から過去に向かう方がいいと思います。 

 

▶ 基礎生物学研究においてバイオイメージングは重要であるものの、先進機器を有し

ない研究者は少なくない。基礎生物学研究所において、研究コミュニティへの支援を行

っていることは高く評価され、共同利用機関として核となる技術支援でもある。日進月

歩で高度化しているイメージング機器等の更なる拡充も期待される。 

 

【人材育成】 

４．基礎生物学研究所での大学院生教育、入学者確保の方策についてご意見をお聞かせ

下さい。また、貴研究機関における取組などあればご教示下さい。 

▶ 良し悪しは別として、昨今の社会状況のもとで留学生が少ないように思う（受験者

も少ない？）。研究所のグローバルネットワークを活用して欧米からも学生をリクルー

トできると良い。 

 

▶ 入学者確保の方策として、体験入学制度は非常にユニークな取り組みであると感じ
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ました。大変参考になりましたので、当研究所でも導入を検討したいと思います。 

当研究所においても大学院生の確保は重要な課題であり、特に近年、同じキャンパス内

にある医学部からの入学者が減少しているため、対応に苦慮しております。その結果、

留学生に依存する傾向が強まっています。国費留学生については一定の質が担保されて

いますが、私費留学生の場合は適切な人材を見極めるのが難しいという課題があります。 

 

▶ 学生への資金援助がきっちりなされていることが重要だと感じます。我々の研究所

では、global COE などでその資金が調達できていたときにはよかったのですが、それ

が終わると学生が減少しています。資金捻出は大変だと思いますが、大変重要なポイン

トです。 

 

▶ 大学院生の教育および入学者確保の取り組みは適切に進められており、特に RA 制

度による支援や、体験入学の機会提供などの具体的な施策が、大学院生の入学動機付け

や、入学後の研究活動を支援する有効な手段として機能していると思われる。これらの

取り組みは、学生に研究の実践的な経験を積む機会を提供するとともに、経済的な支援

にもつながり、優秀な人材の確保に貢献している。 

今後の発展に向けて、さらなる国際的な学生の獲得を目指し、海外の大学や研究機関と

の国際共同研究の推進やダブルディグリー制度の導入、英語による講義の充実などを図

ることで、より多様なバックグラウンドを持つ学生が参加しやすい環境を整える様な施

策も考えられると思います。 

 

▶ 35ページの表はちょっと古くないでしょうか。また、人材輩出がアカデミック偏重

の傾向があると思いました。もちろん、基生研だけの問題ではないですが、大学等での

教育と企業での研究とがもっとうまくつながれば、博士課程への進学も増えるのではな

いかと思います。 

 

▶ 学部を持たない大学共同利用機関や共同利用共同研究拠点にとっては、外部からの
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大学院生獲得は切実な課題である。大学院説明会、体験入学等の取組は評価される。私

が所属している部局における女性教員比率は極めて低い（3/41）。この低さは本部局の

分野における性比の偏りにも依存していると考えている。女性比率を高めるアクション

の一つとして、来年度より女子学生限定のワークショップを開催する予定である。 

 

【社会との関わり】 

５．広報活動や産学連携活動など、社会との関わりについての取組についてご意見をお

聞かせ下さい。 

▶ スタッフ数などが限られている中、RMC 助教等が中核となり最大限の広報が展開

できているように思う。広報は重要で今後一層の注力ができると良い。 

 

▶ 広報活動に関して、他の施設には見られないほど積極的に発信されていることに敬

意を表します。特に、ニコニコ動画でのライブ配信や市民参加型サイエンスの取り組み

が印象的でした。質・量ともにすでに十分な内容であり、我々他施設にとっても参考に

なりますが、容易に真似できるものではないと感じました。今後もぜひ継続されること

を期待しております。産学連携活動については、社会実装を目指しての取り組みが進む

ことを期待します。 

 

▶ 広報活動の活発さにはいつも驚嘆しています。ぜひこれからも継続ください。 

 

▶ 基礎生物学研究所では、小・中・高校への出前講義を通じて、次世代を担う若い世

代に科学の魅力を伝える活動を展開している。このような教育支援活動は、生命科学へ

の関心を高め、将来の研究者育成にも貢献する点で大きな意義を有している。さらに、

ニコニコ生放送を活用したアウトリーチ活動は、従来の講演会やセミナーとは異なるユ

ニークなアプローチであり、幅広い層の視聴者に対して研究成果を発信する革新的な取

り組みとして高く評価される。 

また、市民参加型コンテストの開催も、一般の人々が科学に親しむ機会を提供し、社会
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との双方向的な関わりを促進する貴重な取り組みである。このようなコンテストを通じ

て、市民が科学への関心を深めるだけでなく、研究者と一般の人々の相互理解を深める

場が提供されている点は、特筆すべき点であると思われる。 

さらに、産学連携の分野においても、企業との共同研究や技術移転を積極的に進めるこ

とで、研究成果を実社会に応用するための橋渡しの役割を果たしている。今後は、これ

らの活動をさらに発展させ、より多くの研究者が社会との対話を深める機会を増やすと

ともに、国内外の産業界とも連携を強化することで、研究の社会的インパクトを一層高

めることが期待される。 

 

▶ すばらしいと思います。上に書いたように、企業での研究への人材輩出ももっと進

めてアピールすればいいと思います。 

 

▶ 特筆すべき点として、「ニコニコ生放送」を過去 10回行っており、延べアクセス数

が 450万を超え、670万円余の収益が上がるなど、賞賛に値する。この活動により、一

般市民への基礎生物学への興味・理解が深まり、基礎生物学における裾野を広げる上で

絶大な効果があったと評価される。 

 

【その他】 

６．「学際ハブ」の構想について、ご意見（改善点、追加すべきネットワークや活動等）

をお聞かせ下さい。 

▶ 学際ハブについては、当研究所でも 2 年前に申請しましたが、残念ながら採択には

至りませんでした。文部科学省からは、これまでの成果の延長で実施できるような取り

組みではなく、学際ハブならではの異分野との連携を強く推進するように、とのご意見

をいただきました。特に、文系など大きく異なる研究分野との連携が望ましいとのこと

でしたが、実際には実現が容易ではないと感じております。とはいえ、そのような連携

が実現すれば、採択の可能性は高まるものと思われます。 
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▶ 現在の内容では、基礎生物学研究所が１強の連携に見えてしまい、各施設の強みを

生かした横の連携になっていないのがむしろ弱点なのではないだろうか。 

 

▶ 「学際ハブ」の構想は、異分野の融合を促進し、新たな研究領域の開拓を支援する

重要な取り組みであり、現代の生命科学研究において意義深いものである。学問の専門

化が進む中で、分野を横断する研究の必要性はますます高まっており、異なる研究手法

や理論を組み合わせることで、従来とは異なる視点から生命現象を捉え、新たな知見を

もたらす成果に繋がるものと期待される。特に、超階層生物学センターとの連携を強化

し、分子・細胞・組織・個体といった異なるスケールの研究を統合することで、学際的

なアプローチの実践が一層促進されるものと思われる。また、国内外の研究機関との協

力を通じて、超階層生物学ネットワークの形成を推進することも、研究の発展に大きく

貢献し得る。 

異なる研究分野を横断的に結びつけ、学際的な研究を推進するためには、ビッグデータ

の活用と AI 解析・情報科学の導入が不可欠であると思われる。近年、生物学における

データ量の増加に伴って、これらの情報を効率的に統合・解析する技術の重要性が高ま

っている。そのため、AI や機械学習、数理モデルを活用したデータ解析の高度化を進

めるとともに、情報科学との融合をより一層強化することが期待される。 

 

▶ 我が国における基礎生物学の裾野を広げ、研究のレベルアップと言う観点から、「学

際ハブ」構想を加速させていただきたい。 

 

７．基礎生物学研究所で進展すべき研究分野、及び連携したら良いと思われる研究機関、

取り組むべき事業などについてご意見をお聞かせ下さい。 

▶ 領域としては、基礎生物学と比較的隔たりのある研究分野（例えば臨床医学など）

との連携を考えることで、これまでにない新しい成果が生まれる可能性があるのではな

いかと考えます。 
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▶ 大学における研究が「役に立つ」価値基準に洗脳されてしまっている中で、基礎生

物学研究所では、基礎研究としての絶対価値に基づいた人選と運営を期待します。 

 

▶ 基礎生物学研究所では、再生、形態形成、神経生理学、生殖、発生生物学、環境応

答、新規モデル生物開発などの幅広い分野において先駆的な研究が進められており、今

後、これらの研究のさらなる深化を期待致します。 

特に、１）再生・発生生物学の分野では、幹細胞研究やオルガノイド技術などを融合し

て組織・臓器の発生・再生メカニズムを解明することで、再生医学・医療応用への橋渡

しを強化する、２）環境適応研究の分野では、環境ストレス・気候変動に対する生物の

適応メカニズムの解明を推進し、生物多様性の保全や持続可能な生態系の構築に貢献す

る、３）AI とバイオインフォマティクスの領域では、大規模データ解析を活用し、新た

な生物学的知見の発見を促進するとともに、数理モデリングを駆使して生命現象の予

測・制御を可能にする、等の研究の進展が考えられると思います。 

これらの研究の発展には、国内外のトップレベルの研究機関（例えば理研、東大医科研、

京大 iPS 研など）との協力による分野横断的な共同研究の推進が一助になると考えられ

ます。特に、分子・細胞レベルの解析から個体・生態系レベルの研究までを統合する超

階層的なアプローチを強化し、新たな生命科学を切り拓くことを期待致します。 

 

▶ バイオリソース等も含めて、国立遺伝学研究所との対話があっても良いかもしれな

い。 

 

【事由記述欄（上記以外のことでご意見がありましたらよろしくお願いします）】 

▶ 講座制のため流動性が少なく時代の流れに迅速に合わせることが困難と思われる。

この点は基礎研究において問題とはならない。一方で、掲げているテーマ（ビッグデー

タ x AI）が研究所の本質にフィットしていない点にあるように見える。講座制のメリ

ットを強くアピールできるようなテーマが掲げられると良いと思う。 
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▶ その他としては、研究所の財政的安定性の確保が挙げられます。近年の運営費交付

金の減少は、多くの研究機関に共通する課題となっており、基礎生物学研究所において

も、持続的な研究活動のためには、安定した研究基盤の維持が重要となると考えます。

そのため、外部資金の獲得戦略を一層強化し、多様な資金の確保に向けた取り組みを進

めることが望まれるのではないかと思います。 

以上、基礎生物学研究所が今後も高い研究水準を維持し、さらなる発展を遂げられるこ

とを期待しております。 

 

▶ 阿形所長のリーダーシップで、さまざまな内なる改革（進化）が行われてきたこと

は基礎生物学研究所の国内外のビジビリティが格段に高くなった；超階層生物学センタ

ーの設置、RMC 制度導入、ニコニコ生放送等々。今後も、大学共同利用機関として、

我が国の基礎生物学の裾野を広げ、研究のレベルアップへの不断の努力を期待する。次

期所長には、阿形流を踏襲するのではなく、ご本人の個性に合った研究所運営・活動を

していただきたい。 
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４．国際評価会議議事録  
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基礎生物学研究所 国際評価会議 2024 
 

日 時：2024 年 10 月 10 日（木）15:30～17:30 
場 所：基礎生物学研究所（明大寺地区）第 1 セミナー室 
 
参加者： 
【外部評価者】（評価者の略歴は次頁を参照） 
Prof. Dr. Alexis Maizel (COS Heidelberg, DE) 
Prof. Dr. Gaspar Jekery (COS Heidelberg, DE) 
 
【基礎生物学研究所参加者】 
阿形 清和（基礎生物学研究所長 教授） 
皆川 純 （副所長 教授） 
藤森 俊彦（第三研究主幹 教授） 
森田 美代（第五研究主幹 教授） 
亀井 保博（TSB センター共同利用推進室長 RMC 教授） 
上野 直人（TSB センターバイオイメージング解析室 特任教授） 
成瀬 清 （IBBP センター/NBRP メダカ 特任教授） 
真野 昌二（研究力強化戦略室副室長 准教授） 
立松 圭 （研究力強化戦略室 企画評価グループ RMC 助教） 
倉田 智子（研究力強化戦略室 企画評価グループ RMC 助教） 
 
配布資料： 
(1) NIBB Evaluation Program 2024 slide 
(2) Evaluation and Advice Form 
 
実施概要： 

阿形清和所長より配布資料のスライドを用いて口頭での説明を行った後、評価者と

の質疑応答・意見交換を実施。 
 
写真：国際評価における質疑応答の様子。 
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基礎生物学研究所 国際評価会議 2024 外部評価者 
 
Prof. Dr. Alexis Maizel (COS Heidelberg, Germany) 
ハイデルベルグ大学 Center for Organismal Studies (COS)の Professor (W3) として、分

子遺伝学、細胞生物学、バイオイメージング、及び、定量生物学を用いて、植物の発生

（特に側根形成）に関する先端的な研究を展開している。2010 年より COS Heidelberg の

Independent Research Group Leader、2015 年より同機関の Professor (W2)を務め、2020 年

より現職。 
 
Prof. Dr. Gaspar Jekery (COS Heidelberg, Germany) 
ハイデルベルグ大学 Center for Organismal Studies (COS)の Professor (W3) として、海

洋無脊椎動物の幼生を研究対象とし、体全体の神経回路の作用等を研究から、運動の制

御と神経系の進化の理解を目指している。2007 年よりドイツ・Max Planck Institute for 
Developmental Biology の Group Leader、20017 年から英国・University of Exeter の Professor
を経て、2023 年より現職。 
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Visiting

Visiting

20%
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Five staff (1 RMC Professor, 1 RMC Assoc. Prof., and 3 RMC Assist. Prof.) in 
Research Enhancement Strategy Office and Trans-Scale Biology Center.

In the future, RMC staff will also be assigned to the IBBP Center.

RMC (Research Management and Coordination) staff:
Employed as specially appointed professor, specially appointed associate professor, 
and specially appointed assistant Professor.

Given the titles of RMC Professor, RMC Associate Professor, and RMC Assistant 
Professor according to their position.

Engaged in the management of the institute and the coordination of collaboration 
research in NIBB.

Candidates for RMC staff must have a doctoral degree and experience in research and 
education at a university or research institute in Japan or overseas.

The appointment term shall be five years. Evaluations and examinations of their 
performance will allow for a transition to a mandatory retirement system and internal 
promotions.
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Minamino et al.(2021)
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2024
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Core Institute

Sub Institute
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Sharing Information on cutting-edge technology
Acquisition of world-standard technologies
Solving common global problems such as carrier paths, 
data formats, etc. across borders

In order to build a global bioimaging network, ABiS signed an international collaboration agreement
with Global BioImaging (GBI), an international bioimaging research consortium, in September 2018.
Through its collaboration with GBI, ABiS serves as a hub for keeping Japan at the forefront of
imaging technology by providing access to cutting-edge bioimaging information and world-standard
analysis technologies.

Symposium and training course jointly hosted by ABiS
and GBI
Participation in EoE (Exchange of Experience) meetings 
to share information
Participation in training courses and lectures by GBI
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Industry-Academia collaboration activities
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Universität Heidelberg, COS Heidelberg, Im Neuenheimer Feld 230, 69120 Heidelberg

Dear Prof. Agata, dear Dr. Tatematsu,	

On my and Gaspar Jekely’s behalf, please find the report on NIBB's activities accompanying this 

letter. We were very impressed by NIBB structures and their performance. We hope the advice 

provided will help NIBB's further development.


We also would like to thank you again for the flawless organisation of our visit, which was both 

intellectually stimulating and very enjoyable.


Sincerely, 

Prof. Dr. Alexis Maizel and Prof. Dr. Gaspar Jekely


Heidelberg, 31.10.24


COS Visit: Feedback on NIBB 

Prof. Dr. Alexis Maizel

Department head


Plant Cell and Developmental Biology


Tel. +49 6221 54-6456


Fax +49 6221 54-6424


alexis.maizel@cos.uni-heidelberg.de


www.maizel-lab.org

Universität Heidelberg


Centre for Organismal Studies (COS)


Heidelberg	

Im Neuenheimer Feld 230


69120 Heidelberg


www.cos.uni-heidelberg.de
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Evaluation and Advice Form

1. Management of the Institute
Please provide your feedback on the management of the institute led by the NIBB
Director-General, including the establishment of the “Research Enhancement Strategy Office”
staffed by RMC faculty members.

The NIBB is a unique research institution dedicated for the past 47 years to two core missions:
first, conducting cutting-edge research across a broad spectrum of biological themes and
scales of organisation, utilising a diverse portfolio of both model and non-model species, and
second, serving as a centre for national and international collaborations, training courses, and
hosting multiple resource centres. NIBB’s scientific structure comprises 13 divisions, nine
laboratories, an interdisciplinary research unit, the Inter-university Bio-Backup Project, and the
Trans-Scale Biology (TSB) Center, all supported by the Research Management Office, along
with technical and safety divisions.

The institute currently employs approximately 300 people, including 80 faculty members (20%
of whom are female), one-third of technical and administrative staff, one-third of students, and
10% of scientific and technical staff. With an annual budget of approximately €12 million (60%
core government funding and 40% project funding), NIBB is well-resourced, providing a solid
foundation to pursue its long-term goals.

Under the leadership of Director-General Professor Kyo Agata, NIBB has developed both
scientifically and strategically. Key initiatives include establishing the TSB, forming an
international collaboration with the Center for Organismal Studies at Heidelberg University, and
creating the Research Enhancement Strategy Office. Professor Agata’s leadership has visibly
influenced the institute’s direction.

The Research Enhancement Strategy Office, in particular, stands out for the new career
pathways it offers. The Research Management and Coordination (RMC) staff comprises
scientists at all levels (assistant, associate, and full professors), providing expert research
management “by scientists for scientists” and creating a valuable alternative career path. The
potential for tenure within the RMC track has been especially well-received, addressing the
time pressures on assistant and associate professors seeking tenure.

2. Research Achievements and Support Activities
Please provide your feedback on the research achievements of NIBB’s divisions/laboratories
and the research support activities provided by the Trans-Scale Biology (TSB) Center.

NIBB consistently produces high-quality publications, many of which showcase advanced
technologies in a whole-organism context, leveraging NIBB’s extensive facilities. The NIBB
facilities and resource centers are impressive in terms of both organisation and quality. The
Trans-Scale Biology Center hosts high-end instruments such as imaging and mass
spectrometry equipment and unique resources like the Okazaki Large Spectrograph. Key
resource centres include a high-capacity cryopreservation facility and the zebrafish, medaka,
and morning glory facilities, benefiting NIBB and the broader scientific community.

To continue delivering world-class research and services, it is essential to secure long-term

1
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funding and support for the TSB Center, which is central to NIBB’s strategic plan. The TSB
Center’s efforts to establish collaborations are commendable, as is the active promotion of
these partnerships through the Promotion Office.

3. Creation of New Research Fields
Please provide your feedback on NIBB’s initiatives, such as the creation of new research
fields, specifically the “Trans-Scale Biology” initiative launched in April 2022.

The decision to consolidate all facilities and resource centres under one TSB Center is highly
effective, enhancing visibility, management, and funding opportunities through economies of
scale. Additionally, the TSB Center’s provision of data analysis and AI support for facility users
is an essential service that could help NIBB researchers adopt cutting-edge technologies.

4. Resources for Biological Research
Please share your feedback on potential improvements and requests regarding the
management of biological research resources, such as IBBP, NBRP, ABiS, and various
biological databases.

NIBB excels as a national and international service provider, largely thanks to a stable and
professional technical staff. Academic users are only charged for reagents, not technician time
or equipment use. However, some facilities face challenges securing sufficient funds for
operations and equipment upgrades. One suggestion is to open facility services to industrial
partners and collect user fees from them, as similar institutions in other countries (e.g., the UK)
do, raising significant income through competitively priced services for industry.

5. International and Domestic Collaboration
Please provide feedback on international collaboration and cooperation activities, including
suggestions for future collaborations.

NIBB’s international collaboration strategy is robust. Partnerships with the COS and EMBL in
Heidelberg and with Princeton are thriving, offering valuable exchanges in technology and
scientific ideas. While EMBL and Princeton collaborations are largely technology-focused,
COS collaborations are driven by shared scientific interests. We suggest allocating seed
funding to nurture emerging collaborations.

Domestically, NIBB is actively collaborating with five institutions covering various technology
and research domains. Given the overlap in research areas, formal collaboration with the
Okinawa Institute of Science and Technology (OIST) could prove beneficial.

6. Cultivation of Young Researchers
Please provide feedback on attracting and supporting young researchers, including graduate
students, female researchers, and international researchers.

The percentage of international graduate students at NIBB is relatively low, which may be
influenced by cultural and financial factors, such as language barriers and modest PhD
stipends. Personal interactions with students also revealed that English proficiency could be
improved, potentially affecting career opportunities. Suggested measures include supporting
international secondments, offering scientific writing and presentation classes in English,

2

99



changing NIBB seminar language to English, and providing English courses.

For early-career researchers, we recommend establishing a structured mentoring program,
perhaps through an RMC Mentoring Group. Professional leadership courses, such as those
offered at EMBL, could benefit assistant and associate professors.

In supporting mid-career women scientists, policies to consider include contract extensions
(e.g., 18 months per child), ensuring female PIs receive adequate mentoring, and bridging
funding to extend contracts during active research projects.

7. Public Relations and Community Engagement
Please provide feedback on public relations, community engagement, and partnerships with
commercial companies, along with suggestions for future activities.

NIBB is effective in public outreach and community engagement, thanks to initiatives driven by
the Director-General.

8. Additional Feedback
Please feel free to share any additional insights from a global perspective, including suggested
research fields, collaboration opportunities, and recommended projects.

Rather than laboratory space, limited salary funding appears to be the primary constraint on
establishing new research groups. Attracting more self-funded independent researchers, such
as those on JSPS or EMBO fellowships, could alleviate this. NIBB could position itself as an
attractive host for fellows by holding annual calls in functional organismal biology, interviewing
candidates, and supporting fellowship applications for promising researchers. The recent
recruitment of Dr. Kei Jokura on a JSPS fellowship exemplifies how this approach could
benefit NIBB, enabling new research directions while leveraging NIBB’s facilities and
expertise.

Heidelberg, 2024-10-31 Prof. Dr. Gaspar Jekely Prof. Dr. Alexis Maizel
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